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1．はじめに─人はなぜ旅をするのか？
人はどうして旅や旅行をするのだろう。もちろ
ん仕事上の出張もあるし，帰省の旅もある。楽し
みでする観光旅行もあるだろう。でも，必要ある
強いられた旅行ではなく，旅への誘い，旅に出て
みたいと促す衝動のようなもの，それを漠然と感
じることはあるものの，その正体はよくは突き止
められない。ここではその抑
そも
々
そも
のところを，歴史
を振り返り，大旅行家といわれる人たちの足跡を
求めることによって考えてみたい。そして旅と旅
行の違い，旅の持つ力等をも併せ考え，その原初
的な旅への促しは今なお現代の私たちの日常に息
づいていることを確かめてみたい。
2．旅のはじまり
さて，現代の私たち，すなわちホモ・サピエン
スといわれる現生人類の祖先ホモ・エレクトゥス
は，諸説があるものの，今から10万年ないし5万
年くらい前に，今の東アフリカのあたりに生まれ
たといわれている。この氷河期末期にはもちろん
まだ農耕の知識などないので，生きる上で欠かせ
ない食物さがし，すなわち人類の生存行動として
の食を求めての「移動」がすぐに始まったと考え
られる。そして驚いたことに，彼らはアフリカに
とどまらず，海に近い岸辺をたどりつつ，食糧を
求めて収穫や狩猟の放浪を重ね，ついに数万年の
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時間をかけて地球上の全大陸にたどりつく。いい
かえればヒトの誕生からすぐに「移動＝旅」が始
まったのである。やがて彼らは農耕の技術を発見
し，放浪をやめ，一か所に定着していく。余剰作
物の蓄積が生活にゆとりをもたらすと同時に，貧
富の格差や権力構造を生んでいったことはいうま
でもない。こうして人類は農耕民族化し「定着」
の一般化が図られていくのだが，一方で定着をし
ない遊牧民族も，数少ないとはいえ現在もまだ存
在する。中央ユーラシアの騎馬遊牧民，アラビア
の砂漠で放牧中心の生活をするベドウィンと呼ば
れる人々，あるいはヨーロッパでもロマ，かつて
はジプシーと呼ばれた集団が流浪の生活をしたり
している。生活の安定のためには定住が望ましい
のにもかかわらず，民族の血なのか，これまでの
習慣がそうさせるのか，自由気ままな旅を住処と
する人々がいるのだ。彼らを見て，定住派の私た
ちは定住をすればいいのにと思う一方で，なんと
なく自由気ままな彼らの生活ぶりをうらやましく
も感じたりする。私見ではそれを人類の祖先が呼
ぶ「 郷 愁
ノスタルジア
」としての旅心ではないかとひそかに
思っている。深い身
み
裡
うち
のどこかで流浪の旅を重ね
てきた祖先の DNA が騒いでいるのではないか。
こうして旅は，人類の誕生ととともにスタート
し，定着・定住を果たした今もなお，人の生活に
切り離せない基本的な営みとしての位置をしかと
占めているのである。
3．歴史に見る旅の原点
時代が下っても，旅は文明や文化の発展の上で，
重要な役割を担っていく。
まず第一に思い起こすのが，4世紀から8世紀
の「ゲルマン民族の大移動」である。これはキリ
スト教を核に発展を遂げていたローマ帝国に，北
方民族のゲルマン人が移動・侵入してくるという
出来事である。その原因は気候の急変とか，疫病
説とか，フン族の侵攻を逃れての移動だとか諸説
があるが，いずれにせよ，ゲルマン諸民族とスラ
ブ民族がヨーロッパに雪崩れ込んできたこの数世
紀の間に，キリスト教やギリシア文明を基盤とし
てゲルマン文化が混血し，現在のヨーロッパを作
り上げたのである。その意味では「旅（移動）」
がもたらした文化・文明史上の最大の出来事だっ
たといえるだろう。その規模は数百万人であった
か数千万人であったかよくは分からないが，一定
規模の旅が文化文明の新たな形態を作り上げたと
いう画期的な出来事である。現在では，当時とは
桁はずれの毎年10億人という人々が地球を駆け巡
っている。この“大移動”が各国の文明や文化に
影響を及ぼさないわけがない。将来，後代の歴史
家が21世紀を振り返って，ICT（情報伝達技術）
の急激な進展と相まって，人々の夥しい往来がも
たらした各国の文化の均一化や影響力の浸透度に
ついて触れることがあるかもしれない。
さて，これに次いでさらに不思議なのが「十字
軍の遠征」である。これは11世紀末，時のローマ
法王ウルバヌス2世が，キリスト教の聖地エルサ
レムをイスラム教徒の手から取り戻すよう，信者
に呼びかけたのがきっかけになった軍事遠征であ
る。参加者には罪の償いが免除されると宣言した
ため，騎士をはじめとする多くの人々が遠征に繰
り出した。十字軍の行動にはまとまりがなく，そ
の行為も残虐な強盗・レイプ・殺人の繰返しだっ
たので，平和に暮らしていたイスラム教徒の諸領
主は，この殺人集団に対する備えもなく，一致団
結することもできなかった。一説によると，この
ときイスラム教圏では老若男女を問わず，一方的
に7万人以上が虐殺されたともいわれる。こうし
て1099年，軍勢はついにエルサレムの征服に成功，
この結果，シリアからパレスチナにかけての中東
地域に，エルサレム王国など，いくかの十字軍国
家が作られた。
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この成功に気をよくしたキリスト教徒は，12世
紀に入ってすぐ大規模な聖地遠征を行ったが，今
回はイスラム側も黙っていない。遠征軍は小アジ
アで壊滅し，聖地にたどり着けたのは少数であっ
た。その後も十字軍遠征は13世紀にいたるまで，
8回とも10回ともいわれるまで回を重ねる。その
間キリスト教徒側，イスラム教徒側と聖地奪還は
入れ替わるのだが，その遠征の旅の“形態”はま
すます変質していき，13世紀には訳が分からなく
なる。十字軍国家も13世紀末には消滅し，20世紀
までイスラム側の占領が続いた末，今はユダヤ教
のイスラエル国がエルサレムを実質支配するに至
る。
結局，十字軍遠征とは何であったのか。確かに
初めて西欧諸国の団結をもたらし，連合軍の先駆
けとしての「聖戦」であったという要素はあるに
せよ，リーダー不在で，内部抗争による混乱が著
しく，その中身は宗教的な動機と欲望・利害打算
の混成物，つまり軍人・従者の群れに，巡礼者・
婦女子・娼婦等が加わった混成集団であった。文
化・文明論的には，城郭建築を始めとする東方文
物の西欧到来がもたらされ，ルネサンスへの胎動
準備になったとはいえるだろう。しかし今世界的
な課題となっているイスラム国（IS）対策も，そ
の根にキリスト教徒 vs イスラム教徒というこの
時以来の不信感が潜んでいないとはいい切れない。
また，こうした大移動の歴史の影響は，今日な
お「聖地巡礼」という形で各宗教それぞれに健在
である。キリスト教徒ではエルサレム・バチカン
巡礼を始め，サンチャゴ・コンポステラへの巡礼
の旅，イスラム教徒のメッカ詣，ヒンズー教徒の
ガンジス川（ワーラーナシー［ベナレス］等の4
大聖地）沐浴，仏教でいえばお遍路，神道では伊
勢参り等々，枚挙に暇がない。もっとも今の若者
たちにとって「聖地巡礼」といえば，人気アニメ
の舞台を訪れ，絵のシーンと同じ風景を発見して，
インターネット上で情報交換をすることのようで
はあるが。
4．偉大なる旅行家
さて，こうした人間の基本的な欲求ともいうべ
き移動への情熱を，今度は歴史上の有名人物に焦
点を当ててみてみよう。ここでは次の4人を取り
あげてみる。
1．アレクサンダー大王：東方遠征 （軍事）
2． 張
ちょう
騫
けん
：匈
きょう
奴
ど
対策 （防衛）
3．玄
げん
奘
じょう
三
さん
蔵
ぞう
法師 ：経典・求道（宗教）
4．マルコ・ポーロ ：交易 （商業）
まずは，アレクサンダー大王（□λέξανδροϛΓ ´）
（紀元前336～323）である。彼は紀元前4世紀の
マケドニアの王であった。父王も優れた軍人であ
ったが，アレクサンダー大王も若いうちから勇名
をはせ，家庭教師がギリシアの哲学者アリストテ
レスであったことからもわかるように，文武に長
けた聡明果敢な王子であったようだ。彼は父親の
跡を継ぐと，世界制覇を目指し，東方遠征に出か
ける。征服したその版図はアレクサンドロス帝国
とよばれ，遠征・征服した最大領域は地中海から
現在のイランまでの東西4,500km に及んだ。紀
元前331年，アケメネス朝ペルシャのダレイオス
一世を破り，ペルシャの都市ペルセポリスを奪い，
焼き討ちし，廃墟とする。このように，軍事的に
は破壊行為が主ではあったが，この東方遠征によ
って，ギリシアの文化が現地のオリエント文化と
混交・融合し，ヘレニズム文化と呼ばれる独特の
文化が生まれるに至る。
たとえば，インドの西北ガンダーラ地方のガン
ダーラ美術もその好例である。本来仏教は偶像を
礼拝しなかったのであるが，ギリシアの影響を受
け仏像を刻むようになった。その表現もギリシア
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様式であり，衣のひだや仏の表情もギリシア彫刻
にそっくりである。こうした影響はオリエントに
とどまらず，遥か日本にまで及び，「エンタシス」
と呼ばれる建築物の柱の工法にまで及んだともい
われる。たとえば奈良・法隆寺の回廊の柱は太さ
が均一ではなく，視覚の錯覚を意識してふくらみ
を持たせたり，下部を細くしたりしてあるが，こ
れはギリシア・アテネのパルテノン神殿にもみら
れる様式である。ただ，伝播の途中の国々の建造
物にエンタシスが見られないことから，ヘレニズ
ムと結びつけることを疑問視する向きもある。
アレクサンダー大王はさらに，エジプトに自ら
の名を冠した都市アレキサンドリアを建設した。
港の近くには「世界の7不思議」と言われた巨大
なファロス島の灯台が聳え，世界各地からは文人
達が集い，70万部を擁する大図書館があったとい
われている。
つぎに，張
ちょう
騫
けん
（？～紀元前114）をみてみよう。
彼は中国の前漢7代皇帝である武帝時代の外交
使節で，当時漢国を悩ませていた異民族・匈奴を
挟撃するため，武帝の命で月氏国へ同盟の使者と
して100人余を引き連れ派遣される。ところが途
中で匈奴に捕らえられ，十余年現地に拘束されて
しまう。匈奴は張騫に妻を与え，その間に子供も
出来たが，張騫は苦節10余年ようやく脱出を果た
す。
しかし，苦難を経てたどり着いた月氏国には，
すでに戦意はなかった。張騫は王に漢との同盟を
説いたが，月氏王はこれを受け入れなかった。月
氏が逃れてきたこの地は周囲に強敵はなく，豊か
な物産による中継貿易で大いに栄えていたからで
ある（ただし，大月氏国は間もなく消滅する）。
張騫は同盟という使命を果たせぬまま帰国する
こととなる。失意の張騫は帰りの道筋でまたして
も匈奴に囚われる。しかしその後1年余，匈奴の
王が死去し，それに伴う内部対立の隙に乗じて脱
出，紀元前126年，遂に漢へと帰還した。100人余
りいた随行員はこの時にわずか2人になっていた
という。
かくして使命を果たせなかった張騫であったが，
武帝は処刑するどころか，彼の労を多とし，その
後も重用した。同盟こそならなかったものの張騫
が持ち帰った西域の情報は極めて貴重なものであ
った。それまでほとんど情勢の解らなかった西域
が，漢の対匈奴戦略の視野に入ってくることにな
り，遠征軍派遣の折には，張騫は自らの地理知識
を活かし大きく貢献する。張騫の死後，彼の打っ
た諸策は徐々に実を結び始め，西域諸国が漢への
交易を求めて訪れるようになった。こうして漢は
匈奴に対して有利な立場を築き上げていく。
彼の功績は，西域への大旅行であったため，そ
の地方の情報が漢国に知らされたことであり，そ
れをもとにした東西の交通路が後に確保され，流
通に大いに利用された点である。後年ドイツの地
理学者 F.F. リヒトホーフェン（1833～1905）が，
こ の 地 域 を「ザ イ デ ン シ ュ ト ラ ー セ ン
（Seidenstraßen）」（絹の道）と名付けたことから，
この交通路は後にシルクロードとよばれるように
なった。張騫はその開拓者といえる。
ついで，唐の訳経僧・玄
げん
奘
じょう
三
さん
蔵
ぞう
（602～664）
を取りあげよう。
彼は熱心な学問僧であったが，仏典の研究には
サンスクリッド語の原典による他はないと考え，
仏跡の巡礼を志した。たびたび当時の皇帝太宗に
出国許可を求めたが受け入れられず，ついに629
年27歳の時，国禁を犯して長安（今の西安）を出
国。三蔵の高名はすでに各地・各国に知れ渡って
おり，行く先々で歓迎と保護を得たとはいえ，想
像を絶する壮大な旅であった。まず，敦煌，ハミ
（哈密）を経て，西域へと入っていく。河西回廊
を経て千仏洞で有名な高昌国に至り，ここに一か
月間滞在，24か国の紹介状をもらう。トルファン，
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クーチョ（亀慈）等の街がある天山山脈の南の
道・西域北道を抜け，天山南路を西に向かう。タ
シケント，サマルカンド，さらには近年タリバン
によって爆破された磨崖仏で有名なバーミアンに
半月ほど滞在，ガンダーラやペシャワールでは仏
蹟を見学する。カイバル峠からヒマラヤ山脈の南
を通って，デリー，ネパールを抜け，いよいよイ
ンドへ。釈迦ゆかりの地ブッダガヤ近い目的地ナ
ンダーラにようやく到着する。憧れの地で5年間
の研鑽に勤しみ，滞在中に各地の仏蹟を見学，か
くしてインドに留まること10数年，ようやく帰国
の意思を固めるに至る。
帰路はインドの東海岸・西海岸をたどり，各地
の王たちの支援を受けながら，アジャンタ・エロ
ーラの遺跡，カジュラホ，モヘンジョダロ，ハラ
ッパ─と仏蹟を巡礼する。パミール高原を越え，
クンルン（崑崙）山脈沿いに西域南道を東行，途
中ホータン（和田）と敦煌で皇帝の太宗に帰国援
助を依頼している。
こうして玄奘は長安で皇帝の部下の出迎えを受
けるに至るのである。この間実に18年の歳月が流
れ，27歳の青年は43歳の壮年期を迎えていた。
太宗は玄奘に強く行政の補佐を求めたが，玄奘
はこれを固辞し，インドから請来した念願の仏典
の翻訳に打ち込む。そして「大般若波羅蜜多経」
全600巻を完成した翌年，62歳で息を引き取る。
なんという一途でひたむきな人生であろうか。
帰国後口述筆記させた『大唐西域記』は，訪れ
た中央アジアやインドを中心とする110か国と伝
聞した数十か国の諸情報を集めた太宗皇帝宛ての
膨大な報告書だ。だがそれは手に汗握る見聞録で
はない。それで後代，その行状を面白おかしく翻
案した『西遊記』が書かれた。多くの作家による
翻案を重ね，京劇をはじめ映画・ドラマ・漫画等
によって，今日に至るまで大いに人口に膾
かい
炙
しゃ
して
いる。
時代は下るが，次いでヴェニス（ヴェネツィ
ア）の商人マルコ・ポーロ（Marco Polo）（1254
～1324）をみてみよう。彼はルスティケロの著作
『東方見聞録』を口述したというヴェネツィア共
和国の商人で旅行家である。代々続く商家の父と
叔父に商取引を学んだマルコは，1271年17歳の年
に，父，叔父共々アジアへ向けて旅立つ。その後
24年間アジア各地を訪れ，その行程は15,000km
に及んだという。
彼らの帰国後，敵対していたヴェネツィアとジ
ェノヴァは交戦状態に入り，従軍したマルコはジ
ェノヴァに捕えられる。その数週間の投獄中に，
同じく収監されていた著述家ルスティケロ・ダ・
ピサに旅の詳細を口述し，書き留められたのが
『東方見聞録』である。この記録はしかしながら，
ルスティケロの聞きかじりや伝聞する逸話も多く
混じっており，異本も数多く，信憑性は高くない。
とはいえこの著述は，トルコ，イラン・中央ア
ジアを経て，元の上都（夏の首都）や大都（現在
の北京）に入り，皇帝フビライに謁見，その後17
年間元に仕えたマルコ・ポーロの体験がもとにな
っており，中国の事情をはじめインド・日本を含
む極東地区の内情を初めて包括的にヨーロッパに
伝えるものであった。その中では，中国でのうわ
さ話として日本についても紹介されており「黄金
の国ジパング（Cipangu）」と言及，これが英名
Japan の語源になった。この島国は莫大な金を産
出し，建物は黄金でできている，とあるのは奥州
の金の産地や中尊寺の金色堂ではないかといわれ
ている。
マルコが持ち帰ったものとしては様々なものが
あげられる。面白い俗説としては「麺」（ミェヌ）
で，これがスパゲッティ等のパスタになったとい
うものである。陶磁器も持ち帰ったが，8，9世
紀にイスラム商人によってセラミックロードと呼
ばれる南海ルートが出来上がっており，すでに陶
磁器はヨーロッパに持ち込まれていた。またそれ
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はヨーロッパの陶磁器製造には結びつかなかった。
しかしながら，とりわけ意義深い持ち帰り品とし
ては方位磁石があげられる。これが羅針盤として
進化し，『東方見聞録』に強く影響を受けたコロ
ンブス以降の大航海時代を支える不可欠の道具と
なった。
5．旅を促すもの
以上，4人の偉人の旅に明け暮れた生涯を見て
きたが，それぞれの「旅（移動）を促すもの」
「旅の契機」は異なる。アレクサンダー大王は東
方遠征という軍事であり，張騫は匈奴対策という
防衛政策である。一方，玄奘三蔵法師は経典を求
めての求道という宗教活動であり，マルコ・ポー
ロは交易という商業活動であった。
これらの異なる「旅心」の正体は，一つには軍
事・防衛という政治活動であり，宗教・求道とい
う精神活動であり，さらには交易・商業という経
済活動である。全く異質の活動ではあるが，そこ
に通底しているのが「未知への好奇心」である点
を見逃してはならない。
この事は洋の東西を問わず，人類に共通したも
のといえよう。
6．旅の形─芭蕉型と弥次喜多型
ここで，わが国の旅行家，紀行家をみておこう。
まず思い浮かぶのが，古くは歌人の西行
（1118～1190），あ る い は 俳 聖・芭 蕉（1644～
1694）であり，比較的新しくは若山牧水（1885～
1928），種 田 山 頭 火（1882～1940），尾 崎 放 哉
（1885？～1926）等の旅に明け暮れた歌人・俳人
であろう。『北越雪譜』で名高い江戸時代の民俗
紀行家・鈴木牧之（1770～1842）や現代の旅の民
俗学者・宮本常一（1907～1981）等も忘れてはな
るまい。
特に取りあげるべきは，18世紀，元禄の俳聖で
紀行家であった松尾芭蕉であろう。その代表作
『おくのほそ道』はあまりにも有名だ。それは旅
の本質を深く捉え，かつ見事に詩的に表現してい
るからだろう。
「月日は百代の過客にして，行かふ年も又旅人
也。舟の上に生涯をうかべ，馬の口をとらえて老
をむかふる物は，日々旅にして，旅を栖とす。古
人も多く旅に死せるあり。予もいづれの年よりか，
片雲の風にさそはれて，漂泊の思ひやまず，人も
また旅人なり」
旅は人だけが行うものではない。過ぎ行く月日
や時間そのものもまた永遠の旅人なのだ。船乗り
や馬子にしても日々旅に明け暮れ，やがて老いを
迎え，その生涯を終える。旅そのものが人生であ
り，住む場所なのである。自分の敬愛する中国の
杜甫や李白，歌人・西行や宗
そう
祇
ぎ
を始め，多くの古
人もまた旅先で命を落としている。気づいてみる
とこの自分もいつからのことか，空を流れる白雲
や頬を過ぎゆく風に誘われるようにして，いつも
漂泊の旅に出たいと願うようになった。万物流転，
すべてが旅人，気づけば人間もそのひとつにすぎ
ないではないか。
冒頭のこの文章に，熟慮された芭蕉の旅に対す
る見方，旅に関わる歴史的な人物と自分との関わ
りがその言葉のエッセンスとして述べられている。
歌枕を訪ね，古人の足跡を求めて「奥の細道」
をたどるこの旅では，まず深川の庵を打ち捨て，
千住では「行春や鳥啼魚の目は泪」と感傷に浸り，
日光で「あらたうと青葉若葉の日の光」と東照宮
に感動し，平泉では「夏草や兵どもが夢の跡」と
藤原氏の興亡を偲び，「五月雨の降のこしてや光
堂」と中尊寺を詠んだ芭蕉。
その芭蕉も，飯坂温泉では共同浴場には入った
ものの，宿泊は土間に筵を敷いただけの貧家，夜
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半の雷雨に加え，蚊や蚤に襲われ，睡眠不足から
胃弱と痔疾の持病まででる始末。あるいは出羽の
国に抜けようと尿前の関を通ると，関守に怪しま
れ難儀をする。ようやく鳴子温泉を経て山道に差
し掛かると，暗くなってしまい，国境を守る警備
人の家に泊めてもらう。おまけに天候が荒れ3日
間の滞在を余儀なくされる。馬も同居する南部曲
り家ゆえ「蚤虱馬の尿する枕もと」という事にな
る。この先は山賊も出る物騒な山中だから，とい
うので屈強の若者を護衛につけてもらい，無事よ
うやくの事で尾花沢に出る。
こうした苦労話は，今では芭蕉の文学的な措
辞・誇張だとされているが，当時の街道事情を考
えれば，旅に難儀はつきものであったろう。また
芭蕉自身，そうした旅の労苦を自らの文芸の糧や
滋養としており，それゆえ「この道や行く人なし
に秋の暮」とか「旅に病んで夢は枯野を駆けめぐ
る」という辞世を詠んだのであろう。芭蕉は文字
通り旅の詩人であった。
一方で「入り鉄砲に出女」という言葉に象徴さ
れるように，江戸時代の関所検査は厳しく，関所
破りには厳罰が課されたにもかかわらず，庶民は
それなりの大義名分をこじつけてこれを潜り抜け，
江戸も後期には伊勢参り等の社寺詣や温泉湯治に
は比較的寛容な政策を打ち出したこともあって，
大いに旅を楽しんでもいた。こうした庶民派の楽
しい旅の典型が，十返舎一九（1765～1831）の
『東海道中膝栗毛』に描かれた「弥次喜多珍道中」
である。
「栗毛」とは栗色の馬のことで，「膝栗毛」とい
ったのは馬の代わりに自分の膝を使う徒歩旅行と
いう意に他ならない。いわゆる戯作文学の代表と
いわれるこの滑稽本は，江戸神田八丁堀の住人・
栃面屋弥次郎兵衛と，居候の喜多八が，厄落しに
お伊勢参りを思い立ち，東海道を江戸から伊勢神
宮へ，さらに京都，大坂へとめぐる旅が舞台だ。
道中の二人は狂歌・洒落・冗談をかわし合い，い
たずらを働き，失敗を繰り返し，行く先々で騒ぎ
を起こす，その楽しくも滑稽なお話である。
このように，日本における「旅のかたち」は大
雑把にいうと，芭蕉型（求道・文芸・放浪中心）
と弥次喜多型（物見遊山・愉楽・癒し中心）とい
う2つに分けられよう。こうした傾向は現代の旅
の形としても今なお生き続けていて，例えば TV
番組を見ても大宗このふたつに分類できる。芭蕉
型は「田舎に泊まろう」や「路線バスの旅」等に
生きており，弥次喜多型は「いい旅夢気分」であ
り，またそのミックスの交流型としては「鶴瓶の
家族に乾杯」や杉浦太陽の「キッチンが走る」な
どであろうか。
まず，芭蕉型の“旅”番組・TV 東京の「田舎
に泊まろう！」をそのキャッチフレーズから抜粋
してみてみよう。番組のコンセプトは「名所・旧
跡も訪れず，豪華な温泉旅館や露天風呂も，美味
な懐石料理も一切なし……そんな旅番組！」であ
る。
「田舎の人々との心の通った交流から生まれる
温かい人情と地元ならではの手作りの味。ほのぼ
のとした古き良き日本の原風景をたっぷりと詰め
込んで……行き先も何も知らされないまま，全国
各地に飛ばされた旅人（芸能人），田舎を歩きな
がら，地元のおじちゃん，おばちゃんとふれあい，
自分でネタを探し，旅をプロデュースしていきま
す。もちろん，宿泊先も。そして出会った人々に
旅人が言う言葉が，『今晩泊めて‼』まさに筋書
きのない気ままな旅。でも泊めてもらえなければ
“野宿”というドキドキのガチンコ旅‼ 快く泊
めてもらえたら，今度はその家へ恩返し。お世話
になった家族とさらにふれあいを深めていきます。
そして，やって来る別れ……。自分の子供を送り
出すかのように手を振る家族たち。そのとき初め
て，第2の家族，第2の故郷が誕生するのです。」
一方，弥次喜多型の“旅行”番組・TV 東京
「いい旅夢気分」はこうである。たとえば「来週
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の『いい旅・夢気分』は，ローカル列車で行く新
緑の「新潟」。郷愁を誘う棚田の景観に感動し，
旬の山菜狩りと絶景の露天風呂を満喫。日本海の
幸も旅の醍醐味」といった旅の魅力や温泉の楽し
み，旬の味覚を味わう愉悦が画面に溢れている。
7．旅と旅行─｢5つの旅の力」
ここで改めて，今日に至る「旅の醍醐味」とい
うものを整理してみるならば，まずは珍しい風
景・風俗，珍しい食べ物そして様々な人々との出
会いであり，いわば，芭蕉型の「旅」と弥次喜多
型の「旅行」との融合であろう。ここでいう旅と
旅行の違いは，その目的に含まれる要素の違いで
あり，旅には「求道・文芸・放浪」を軸としたも
のが多く含まれ，一方の「旅行」には「物見遊
山・愉楽・癒し」がその中心になっているといえ
よう。
旅行会社の上部団体である社団法人日本旅行業
協会（JATA）は「旅の力」というものを下記の
5つに分類している。
1．文化の力
2．交流の力
3．経済の力
4．教育の力
5．健康の力
この5分類はもともと消費者に旅の魅力を訴え，
旅に誘い，販売促進をかけようという狙いから考
案されたものであるが，じつは旅の本質を深く穿
ってよくできている。
まず「文化の力｣──地方にある豊かな自然資
源・人文資源を含む観光資源を生かしたい。伝統
的な祭事や歴史をもっと知ってもらいたい。
次いで「交流の力｣──旅や観光を通して人々
との交流を図り，地元を活気づけたい。そしてそ
こから何かを学びたい。
さらに「経済の力｣──旅とは衣食住そのもの，
観光を通じて地元に経済的な潤いをもたらしたい。
機械化できず，人手がかかせないのが観光関連産
業，そのサービス業従事者の雇用を促進したい。
そして「教育の力｣──修学旅行の思い出を振
り返るならそれは自己形成への一助，家族旅行の
楽しさは情操教育への一助となる。五感をフルに
発揮する旅の醍醐味や旅先で地理・歴史を学ぶ楽
しさを知ってほしい。
最後に「健康の力｣──おのずから歩き，運動
する旅。規則的な旅先の生活，日常生活から離れ
る精神的解放と刺激，ストレス解消！これで健康
を取り戻し，増進してほしい。
どうだろう，旅の持つ様々な力を言い尽くして
いるではないか。
8．これからの旅
ここで，旅あるいは「移動」の移り変わりを振
り返ってみよう。
地上では徒歩に始まった移動が，牛馬等の動物
の利用へと広がっていく。小さな丸木をくりぬい
た船やいかだが考案され，やがて大型化した船へ
と発展していく。地上では馬車や自動車が発明さ
れ，軌道を走る鉄道が生まれ，どんどん大量輸送
と高速化が実現されていく。前世紀には，人類の
夢であった空を飛ぶことに成功，航空機は大型化
と効率化の道へ急速な発展をみせるに至る。そし
て今や宇宙への旅も時間の問題となった。
旅のありようは，交通手段の発明とその大型
化・高速化，結果としての大衆化，一般化の歴史
と切り離せない。大量に，多岐に亘り，どこへで
も，瞬時にしかも安く移動できる。これほどに便
利かつ快適な現代の「旅」の保証。こうした傾向
はさらに進化し，効率性と経済性，さらなる遠隔
地を求めて，留まることのない深まりや広がりを
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みせていくことであろう。
利便性や安直性という観点からは，ICT（情報
コミュニケーション技術）の進歩と呼応しつつ，
現実の旅ではない「バーチャルの旅」がやがては
市民権を得ることだろう。
人類の旅はこうした未来を視野に入れて，発展
の一途を辿ると楽観していていいのだろうか？
これまでみてきたヒトと旅（移動）との関わり
や，その歴史がもたらした文化や文明への影響・
意義を考えるとき，同時に私たちは利便性と引き
換えに失ってきた「旅の重さ」というものに思い
至る。
航空機が一般的ではなかった時代，人々は異国
へ行くのに大変な時間を費やして客船で渡航した。
その困難・苦難が故に憧れの異国は輝いて見えた。
その価値希少なるが故に，異国は現実から遊離し
て理想化された。この間の事情は，先人たちの紀
行文を読めばよくわかる。だが今日，紀行文学と
いうジャンルはもはや成立すまい。情報は瞬時に
かつ正確に入手出来るからだ。
経済性や利便性は豊かな生活に欠かせない。だ
がそれだけではヒトは満足できない。玄奘三蔵法
師や松尾芭蕉をはじめとする先端的な求道者・文
学者に惹かれる要素も精神生活には存在する──
｢人はパンのみに生くるにあらず」。
別の言い方をするなら，現代人は快適で効率的
な旅行に「旅情の喪失」を感じているのではなか
ろうか。私たちが豊かな旅を実現するには，「旅
情の回復」と「旅心の復活」が必要なのかもしれ
ない。これからの旅のありかたを考えるならば，
もちろん芭蕉型の求道の「旅」の単純な復活は考
えられないにせよ，それを弥次喜多型の愉楽の
「旅行」の中に香辛料として取り込む折衷型にな
るだろう。いわば「旅する心で旅行をする」とい
う事であろうか。もちろんワサビやカラシの量は
各自の好みによって，という事になるのだが。
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